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Next is us
日体魂を受け継ぐ者

2020年に向けて、

日体大から世界のすべての人 へ々

スポーツの魅力と平和への願いをつないでいく。
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▷今、このとき、この時代を生きている偶然を

皆さんはどのように考えているだろうか？　昨

年、 令和の世に代わり、 今年2020年は東京

オリンピック・パラリンピックが開催される。こ

のような時代の大きな節目に立ち会う重みを感

じ、心にしっかりと刻んでおく責任がある。

▷そして、 傍観するだけでなく、 時代の変化

に主体的に関わっていきたい。今号では「保

健医療学研究科の博士課程開設」、「UNIVAS

（一般社団法人大学スポーツ協会）と日体大

の取り組み」 などの話題を紹介した。いずれ

も時代と社会の変化やニーズに対応した展開

だ。学び、自己研鑽する機会は確実に広がっ

ている。

▷オリンピックムーブメントとは近代オリンピッ

クの精神の実現までを含めた活動を指すとい

う。 今年を節目に、 以降の世界にスポーツを

通じて平和と幸福を築いていかなければならな

い。この時代をどう生きたか。 後世に自信を

持って語れるように、努めていく使命がある。
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東京大会（1964年）以来、レスリングは、日体大関係

者のオリンピックでのメダル獲得・入賞が途切れていな

い。日本のお家芸の一つとされるレスリングの隆盛を日

体大が支えてきた。

花原勉（名誉教授）が、前回の東京大会で金メダル（グ

レコローマンフライ級）を獲得し、日体大レスリングの

オリンピックの歴史が始まった。次のメキシコシティ大会

（1968年）では、藤本英男（名誉教授）が銀メダル（グレ

コローマンフェザー級）で続いた。以後半世紀にわたる

オリンピック各大会で、メダリストだけでも、高田裕司、

長島偉之、佐藤満、太田拓弥、永田克彦、田南部力、

松永共広、湯元健一、松本隆太郎、樋口黎、太田忍の

各氏が名を連ねる。

日体大レスリング部は約70年の歴史を誇り、オリンピッ

クはもとより世界選手権等でも輝かしい成績を残してき

た。その強さの理由の一つは絆の強さだろう。伝統を確

実に受け継ぎ、名門に憧れ、強豪選手が多く集まる。　

　現在も部長・松本慎吾、専任コーチ・湯元健一、松

本隆太郎のＯＢオリンピック経験者が指導にあたってい

る。こうした母校やレスリング部に対する愛着があればこ

そ、強さや部の精神が継承されていくのであろう。

遡れば、メダリストの藤本や高田らも花原の指導を受

けてきた。後に花原は後輩に次の言葉を送っている。（※）

「確固たる目的意識を持って食と取り組む。ここには味

覚と嗅覚が関係する」「確固たる目的意識を持って技を

盗む。ここには視覚が関係する」「確固たる目的意識を

持って教えを請う。ここには聴覚が関係する」「確固たる

目的意識を持って練習を行う。ここには触覚が関係する」

体験と研究に基づき、レスリングを通して人としてのあ

り方も説いた。

レスリング部の恒例行事「成人マラソン」は、渋谷で

清掃活動を行った後、横浜・健志台キャンパスまでの25

キロを走るという。部のブログの写真は人柄を象徴する

笑顔に溢れている。

日
体
大
と
レ
ス
リ
ン
グ

金メダルに輝く花原勉の押さえ込み（1964年東京五輪） 東日本学生レスリングリーグ戦で27度目の優勝を果たす（2019年5月）

  S toryNit ta i

※オリンピックスポーツ文化研究2018.3メダリストの軌跡　依田充代・清宮孝文より

  S tory
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　　                                川
かわ

淵
ぶち

  三
さぶ

郎
ろう

 氏　略歴
 1991年11月～2002年7月 Jリーグチェアマン
 1994年5月～2002年7月 日本サッカー協会副会長
 2002年7月～2008年6月 日本サッカー協会会長(キャプテン)
 2008年6月～2012年6月 日本サッカー協会名誉会長
 2012年6月～2018年3月 日本サッカー協会最高顧問
 2018年3月～現在 日本サッカー協会相談役
 2015年5月～2016年6月 日本バスケットボール協会会長
 2011年6月～2012年11月 東京都教育委員会委員
 2013年4月～2017年3月 首都大学東京理事長
 2014年3月～現在　 東京オリンピック･パラリンピック
  競技大会組織委員会評議員議長
 2016年6月～現在 日本バスケットボール協会
  エグゼクティブアドバイザー
 2015年5月～現在 日本トップリーグ連携機構会長
 2019年3月～現在 大学スポーツ協会顧問

 ＜受章・受賞＞
 2005年 AFCアワード・ダイアモンドオブアジア賞
 2006年 FIFA（国際サッカー連盟）功労賞
 2009年 旭日重光章
 2015年 文化功労者
 2016年 オリンピック・オーダー

授
与
理
由

　

川
淵
三
郎
氏
は
、
大
阪
府
立
三
国
丘
高
校
学
校
で
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
、
早
稲
田
大
学
、
古
河
電
工
サ
ッ
カ
ー
部
で
プ
レ
ー
さ
れ
、

1
9
5
8
年
、
国
際
親
善
試
合
の
香
港
戦
で
日
本
代
表
デ
ビ
ュ
ー
。

1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
相
手

に
１
ア
シ
ス
ト
１
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
、
チ
ー
ム
の
逆
転
勝
利
と

ベ
ス
ト
８
進
出
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
役
引
退
後
は
古
河
電
工
監
督
を
経
て
、
1
9
8
0
年
か
ら

1
9
8
1
年
日
本
代
表
監
督
に
就
任
、
そ
の
後
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
総
務
理
事
、日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
、日
本

サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
化
を
牽
引
し
、
1
9
9
1
年
に
J
リ
ー
グ
初
代

チ
ェ
ア
マ
ン
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
リ
ー
グ
の
設
立
に
お
い
て
同
氏
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
く
、
そ
の
後
の
J
リ
ー
グ
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に
お
い
て

も
、
同
氏
は
、
高
い
経
営
手
腕
と
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、
同
氏
は
、
2
0
0
2
年
F
I
F
A

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
招
致
と
開
催
成
功
に
尽
力
し
、
ア
ジ
ア

サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
A
F
C
）プ
ロ
リ
ー
グ
改
革
な
ど
に
そ
の
手
腕
を

発
揮
さ
れ
る
な
ど
、国
際
的
に
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
リ
ー
グ
の
設
立
と
そ
の
後
の
発
展
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
ク
ラ

ブ
が
そ
の
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る
と
い
う
地
域
密
着

型
の
ク
ラ
ブ
経
営
の
可
能
性
を
示
し
、
我
が
国
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の

在
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、
J
リ
ー
グ
が

掲
げ
る
、「
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
だ
け
で
な
く
、ス
ポ
ー
ツ
を

観
る
、
語
る
、
応
援
す
る
と
い
っ
た
、
生
活
の
場
に
根
付
い
た
ス
ポ
ー

ツ
と
の
か
か
わ
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

醸
成
を
目
指
す
」
い
わ
ゆ
る「
百
年
構
想
」
も
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ

の
在
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
同
氏
は
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
に
も
就
任

し
、そ
の
経
営
的
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
B

リ
ー
グ
の
設
立
を
主
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
の
高
い
経
営
手
腕
と
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
そ
の

見
識
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
や
首
都
大

学
東
京
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
評
議
員
、日
本
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
連
携
機
構
会
長
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
顧
問
な
ど
を
つ
と
め
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

同
氏
が
掲
げ
た
J
リ
ー
グ
の
理
念
は
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
わ
せ
て
、
理
念

を
高
く
示
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

同
氏
の
姿
は
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
み
な
ら
ず
広
く
社
会
に
も

関
心
が
も
た
れ
、大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
氏
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
選
手
や
競
技
力
強

化
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
広
く
社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
功
績
は
ま
こ
と
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
12
月
19
日
、
東
京
・
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
記
念
講
堂

に
お
い
て
、
日
本
体
育
大
学
名
誉
博
士
称
号
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
、
川
淵
三
郎
氏
に
同
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
川
淵
氏
は

Ｊ
リ
ー
グ
の
設
立
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

を
は
じ
め
、
卓
越
し
た
手
腕
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
日
本
ス
ポ
ー

ツ
界
の
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
き
た
功
労
者
で
す
。
当
日

は
授
与
式
と
あ
わ
せ
て
、「
夢
が
あ
る
か
ら
強
く
な
る
」
と
題
し

て
、
学
生
・
教
職
員
に
対
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
・
改
革
者

川
淵
三
郎
氏
に

日
本
体
育
大
学

名
誉
博
士
称
号
を
授
与
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サンジベグジーン・トゥムルオチル氏［モンゴル国国家大会議 議長］ 

トゥムルオチル氏は、モンゴル国と我が国のスポーツをはじめとする国際交流を促
進することに貢献したことによる。

名誉博士第１号 平成14年2月21日 授与

ブルーノ・グランディ 氏 ［国際体操連盟 会長］

グランディ氏は、国際体操連盟（FIG）会長として、長きにわたり体操の普及に尽力し、
オリンピック・ムーブメントを推進し平和な国際社会の実現を図った功績による。

名誉博士第８号 平成25年4月8日授与

趙　永植 氏 ［慶熙大学 学園長］

趙氏は、本学の前身である日本体育専門学校で学び、その後、韓国に総合大学である
慶熙大学を創設するとともに、平和研究を通して国連と連携した活動を行ったことに
よる。

名誉博士第２号 平成15年2月22日授与

坂口  美代子 氏 ［財団法人坂口国際育英奨学財団 理事長］

坂口氏は、本学の前身である日本体育専門学校で学び、その後、教育・研究界におい
て多数の役員を歴任するとともに、財団法人坂口国際育英奨学財団を設立し、アジア
諸国やその他の国から我が国の大学へ留学する者を支援したことによる。

名誉博士第３号 平成17年11月22日授与

金　正幸 氏 ［韓国オリンピック委員会 会長］

柔道をはじめとするスポーツを通じて韓日スポーツ交流の発展に尽力するとともに
オリンピック・ムーブメントを推進して平和な国際社会の実現を図った功績による。

名誉博士第10号 成26年3月7日授与

猪谷  千春 氏 ［国際オリンピック委員会 元副会長］

長年にわたる国際オリンピック委員会の委員・理事及び副会長として、内外のオリン
ピック・ムーブメント推進に尽力し、スポーツを通じた国際社会の平和の実現に向け
た顕著な功績による。

名誉博士第５号 平成23年6月23日授与

池田  敬子 氏 ［日本体育大学 名誉教授］

体操選手として国内外の競技大会で顕著な成績をおさめ、女性アスリートの先駆け
として活躍するとともに、長年にわたりジュニア世代の育成に携わり我が国の体操の
発展に顕著な功績による。

名誉博士第12号 平成29年3月10日授与

松浪  健四郎 氏  ［学校法人日本体育大学 理事長］

日本を代表するトップアスリートとして優れた成績をおさめ指導者として多数のオリ
ンピアンを育成するとともに体育スポーツに関する教育と研究を通して我が国のス
ポーツ振興に尽力し、スポーツを基軸にした国際交流に顕著な功績による。

名誉博士第13号 平成29年3月10日授与

二階  俊博 氏 ［元国務大臣 衆議院議員］

観光庁及びスポーツ庁創設に主導的な役割を果たし、また、本学と全国50を超える
自治体とのスポーツ交流への支援を通して、地域活性化を図るとともに、二十数ヶ国
の発展途上国の友好議員連盟の会長の重責を担うなど平和社会の実現に向けて顕
著な功績があったことによる。

名誉博士第14号 平成30年4月3日授与

本学では、日本体育大学名誉博士称号授与規程に基づき、

学術文化や国際交流、スポーツ振興などを通じて、

教育研究や国際平和への功績が顕著な人物に名誉博士の称号を授与しています。

これまで授与されたのは次の方々です。

シェイク・アハマド・アル・ファハド・アル・アハマド・アル・サバーハ氏

アジアのみならず、国際的な立場から学術・文化・教育・スポーツの発展に寄与され、
かつ我が国と、クウェート国、アジア・オリンピック評議会との間の交流を促進した顕
著な功績による。

名誉博士第４号 平成20年10月23日授与 ［クウェート国皇太子］

日本体育大学　歴代名誉博士称号授与者一覧

森　喜朗 氏 ［第85-86代 内閣総理大臣］

森氏は、1998年5月の「スポーツ振興投票の実施等に
関する法律」、2005年6月の「食育基本法」、2011年
6月の「スポーツ基本法」等の制定を実現させるとと
もに、日本体育協会・日本プロスポーツ協会・日本ラグ
ビーフットボール協会等の会長として日本のスポーツ
の普及・発展に尽力し、さらに2011年7月に日本体育
協会及びJOC創立100周年記念事業を実行委員長とし
て成功に導き、「スポーツ宣言日本」を内外に発信してスポーツによる平和な国際社
会の実現をアピールされた功績による。

名誉博士第６号 平成23年12月5日授与　

ハミド・カルザイ 氏 
［アフガニスタン・イスラム共和国　大統領］

カルザイ氏は、五輪など国際大会に選手を派遣し、戦
乱によって混乱し、不安定な国内情勢にあって疲弊し
た国民に希望を与え、スポーツの推進を通じて国際社
会の友好と親善を図り、平和な国際社会の樹立をめざ
した功績による。

名誉博士第７号 平成24年7月9日授与

岡本　昭 氏 ［横綱審議委員会 委員］

岡本氏は、相撲をはじめとする日本の伝統武道の奨
励・促進や日朝スポーツ交流を通じたオリンピック・
ムーブメントの推進により平和な国際社会の実現を
図った功績による。

名誉博士第９号 平成26年3月7日授与

トーマス・バッハ 氏 
［第9代国際オリンピック委員会（IOC）会長］

国際オリンピック委員会の委員長としてオリンピック・
ムーブメントの推進に尽力し、スポーツを通じた国際
社会の平和の実現に向けた顕著な功績による。

名誉博士第11号 平成28年10月21日授与

Topics❶Special Contents 
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大学院・保健医療学研究科に  博士課程を開設
保健医療学研究科　博士課程

救急災害医療学専攻

高度な研究・臨床を推進し、柔道整復・救急災害医療分野の指導的役割を担う人材を育成

2020年
4月

❶ 開設の社会的背景

救急要請件数の増加、高齢者搬送など時代の変化を正確にとらえ、今

後起こりうる問題への対策を含めた救急医療体制を構築できる研究者が

求められている。さらには、救命救急処置についても、安全・検証など

多様な視点から、学術根拠に基づき、また医学的に根拠を確立する病

院前救護での研究が遂行できる研究者の養成が切望されている。今全

国各地で毎年発生する自然災害やテロリズムなど懸念が高まる中、さら

なる救急医療体制の推進も急務である。このような救急災害医療への需

要の高まりに対し、専門的な研究者として研究推進力を備えた救急救命

士の人材を育成することが目標である。

❷ 教育目標

救急災害医療の指導者としての資質を基礎として、救急災害医療の臨

床現場や教育研究者の養成を目的とし、臨床または教育現場で、科学

的根拠に基づき研究が遂行できる人材育成を目標とする。これを目指し、

「最新の医学や社会情勢を常に学ぶ姿勢を有し、自ら研究活動が行え

る能力」「国際的な視野と高い倫理観を有し、社会の発展に貢献できる

能力」「救急災害医療に携わる医療人としてのプロフェッショナル・オー

トノミーを有し、研究成果を国内外に向けて発信する能力」を育成する。

❸ 教育課程

研究の専門領域である「救急災害医療学分野」では、救急災害医療に
対するメカニズムから、救命救急処置などの臨床現場、また発達障害や
医療訴訟など社会的事象を対象とする。疾病や外傷だけでなく救急救命
処置を含む医療的な介入、個々の特性や社会的要因など多角的な研究
を遂行する。さらに「スポーツ救急学分野」「国際救急・災害システム
学分野」に展開し、研究成果を社会に還元する。

❹ その他の特色（修学支援）

ティーチング・アシスタント制度により、保健医療学部救急医療学科の「シ

ミュレーション基礎・シミュレーション実習Ⅰ～Ⅵ」、「野外活動実習」、「救

助救命医療学演習」、「救急車同乗実習Ⅰ・Ⅱ」、「病院実習Ⅰ・Ⅱ」の

科目において教育補助業務を行うことにより、臨床・教育現場で指導者

としての能力を向上させ、奨学に資する手当を支給して修学を支援する。

❺ 期待する入学者

救急災害医療分野における極めて高度な専門性を備えた人材を育成す

るため、次の資質を入学者に求める。「最新の医学や社会情勢を常に学

ぶ姿勢を有し、自ら研究課題に取り組む意欲がある者」「救急災害医療

学における専門知識・技能・問題解決能力を有する者」「臨床現場にお

ける技術指導者や研究手法の指導者になりたいと強く志望すること」「国

際的な視点を持ち、最低限のプレゼンテーション能力と豊かなコミュニ

ケーション能力を有する者」。

❻ 名称・学位等

名称：	保健医療学研究科　Graduate	School	of	Medical	and	Health	Science

	 救急災害医療学専攻　Doctoral	Program	in	Emergency	and	Disaster	Medicine

学位：	博士（救急災害医療学）Doctor	of	Philosophy	in	Emergency	and	Disaster	Medicine

EDMSの救急車

学内に常備された日体大緊急・災害時救護医療支援派遣チーム（EDMS；

Emergency Disaster Medical Service)の活動に欠かせないオリジナル救急

車を種々のイベントや救急・災害現場などに派遣し、それらの現場で超急

性期の医療支援活動や教育指導を行う。また実践的な臨床研究と講義に

役立てる。さらに救急・災害現場活動から得られた数々の情報を

検討し専門的なリサーチへと深化させる。

2014年、これまでの本学のスポーツ・健康の知見を活かし、保健・医療・福祉
分野に貢献するため開設された「保健医療学部」。2018年には、臨床現場にお
ける指導的立場の人材養成を目的として、「保健医療学研究科（保健医療学専攻）」
に修士課程として「高度実践柔道整復師コース」「救急災害医療学コース」を開
設した。そして、さらなる高度人材養成や社会貢献を目指して、2020年4月に博
士課程として「運動器柔道整復学専攻」「救急災害医療学専攻」を新設する。「こ
どもに夢を」、「高齢者に健康を」。臨床と研究の両輪により、人々の心身の健康
の維持と増進、QOL（Quality of Life＝生活の質）の向上に資することを目指す。

保健医療学研究科・保健医療　　学部の教育体系イメージ

保健医療学研究科（博士課程）　

2020年設置
研究者として自立して　　　　研究活動を行い、専攻分野に関連する高度の専門的な業務に従事するに必要な教育・研究能力
及びその基礎となる豊　　　　かな学識を養うことを目的とする

運 動 器 柔 道 整 復 学 専 攻 救 急 災 害 医 療 学 専 攻

保健医療学研究科 保健医療学専攻（修士課程）　

2018年設置
高度専門職業人として　　　　卓越した能力に加えて、専攻分野における教育・研究能力を培うことを目的とする科学的根拠に
基づき指導ができる立　　　　場の人材育成、能力を養成する

高 度 実 践 柔 道 整 復 師 コ ー ス 救 急 災 害 医 療 学 コ ー ス

保健医療学部（学士課程）　

2014年設置
現代医療に則した高度　　　　な専門知識と臨床技量をもつ、あるいは救急医療従事者に必要なスキルと意識を総合的に
身につけた国家資格を　　　　もつプロフェッショナルを育成

整 復 医 療 学 科 救 急 医 療 学 科  nittaidai59 ● 5
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大学院・保健医療学研究科に  博士課程を開設
保健医療学研究科　博士課程

運動器柔道整復学専攻

高度な研究・臨床を推進し、柔道整復・救急災害医療分野の指導的役割を担う人材を育成

❶ 開設の社会的背景

超高齢社会を迎える中、わが国では平均寿命と健康寿命の差が他の長
寿国と比べて大きいことが問題とされる。運動習慣を定着・維持する上で、
運動器の外傷・障害への対応や予防は不可欠だ。こうしたニーズの一方
で、柔道整復領域において修士課程や博士課程の設置などの高等教育
化は遅 と々して進んでいない。また、柔道整復師への卒後教育や生涯教
育の機会は十分とは言えない現状がある。高度化する医療を自律的に研
鑽できる指導者・教育者、さらに臨床と研究を両輪として、理論と実践
を兼ね備えた人材が不足していることが開設の背景にある。

❷ 教育目標

柔道整復領域における臨床研究を実施できる能力と、指導者・教育者、
教員を指導し養成できる教育者となる資質の養成を目的とする。「運動
器外傷・障害の施術と予防に関する臨床研究を実施できる人材」「運動
器の抗老化（アンチエイジング）を安全かつ効果的に実施する運動プロ
グラムを立案、指導し、健康寿命の延長に貢献できる人材」「柔道整復
の施術所（接骨院・整骨院）の社会的役割を創造し､ 研究成果を地域
に還元できる人材」「開発途上国の医療・スポーツ分野において柔道整
復の特徴を活かして活躍できる人材」を養成する。

❸ 教育課程

臨床研究を遂行するための医科学的知識と技術を修得するための専門

科目と研究課題を解決し、論文を作成・発表する能力を養成する特別

指導科目を基本とし、柔道整復領域の教育者を養成する専科教員養成

科目を配置する。本専攻の教育課程は厚生労働省の「専科教員養成講

習会」の指定を受けており、必要科目の修得により柔道整復師養成施設

の教員資格が得られる※。研究マインドと教育力を併せ持つ「教員を指

導し養成できる教育者」の養成も視野に入れている。
※その他に条件があります。

❹ その他の特色（修学支援）

ティーチング・アシスタント制度により、保健医療学部整復医療学科の「整
復医療学科専門教育科目」のうち「柔道整復実技」「臨床実習」「総合」
の科目において教育補助業務を行うことにより、教育・臨床の現場での
トレーニングの機会提供により指導者としての能力養成を図るとともに、
奨学に資する手当を支給して修学を支援する。さらに、スポーツキュアセ
ンター横浜・健志台接骨院において柔道整復師の業務に従事するアル
バイト制度も実施する。

❺ 期待する入学者

博士課程では、柔道整復領域における臨床研究を実施できる能力と、将
来その指導者となる資質の養成を目的とするため、柔道整復師の資格を
持ち、他大学院において柔道整復領域の修士課程を修了した者や柔道
整復領域以外の修士課程を修了した者なども受け入れ、年齢、スポーツ、
栄養や心理等と運動器との関連を多面的に捉えて臨床研究を推進する。

❻ 名称・学位等

名称：	保健医療学研究科　Graduate	School	of	Medical	and	Health	Science

	 運動器柔道整復学専攻　Doctoral	Program	in	Judo	therapy

学位：博士（柔道整復学）　Doctor	of	Philosophy	in	Judo	therapy

スポーツキュアセンター横浜・健志台接骨院

保健医療学研究科・保健医療　　学部の教育体系イメージ

診療とともに保健医療学部整復医療学科附属臨床実習施設として展開。運動器柔

道整復学専攻では、同施設を臨床研究の拠点として位置付け、臨床能力の向上と

ともに、現場で得た気づきを臨床的疑問から研究課題に構築し、臨床研究を推進

して、根拠に基づいた柔道整復術（Evidence-based Judo Therapy,EBJT）の実践

を目指す。

保健医療学研究科（博士課程）　

2020年設置
研究者として自立して　　　　研究活動を行い、専攻分野に関連する高度の専門的な業務に従事するに必要な教育・研究能力
及びその基礎となる豊　　　　かな学識を養うことを目的とする

運 動 器 柔 道 整 復 学 専 攻 救 急 災 害 医 療 学 専 攻

保健医療学研究科 保健医療学専攻（修士課程）　

2018年設置
高度専門職業人として　　　　卓越した能力に加えて、専攻分野における教育・研究能力を培うことを目的とする科学的根拠に
基づき指導ができる立　　　　場の人材育成、能力を養成する

高 度 実 践 柔 道 整 復 師 コ ー ス 救 急 災 害 医 療 学 コ ー ス

保健医療学部（学士課程）　

2014年設置
現代医療に則した高度　　　　な専門知識と臨床技量をもつ、あるいは救急医療従事者に必要なスキルと意識を総合的に
身につけた国家資格を　　　　もつプロフェッショナルを育成

整 復 医 療 学 科 救 急 医 療 学 科nittaidai59 ● 6



　
【
概
要
】

　

全
米
大
学
体
育
協
会（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
）を
モ
デ
ル
に
、大
学
ス
ポ
ー

ツ
を
横
断
的
に
総
括
す
る
組
織
の
構
築
を
目
指
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
や
設
立
準
備
委
員
会
等
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、U
N
I
V
A
S
（
一般
社
団
法
人 

大
学
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）
が
発
足
。
国
公
私
立
大
学
と
競
技
団
体
が
主
な
構

成
員
で
、
現
在
は
参
加
資
格
の
あ
る
7
7
4
大
学
の
う
ち
日

体
大
を
は
じ
め
と
す
る
2
2
3
大
学
、
お
よ
び
34
の
競
技
団

体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
日
体
大
関
係
者
は
、川
淵
三
郎
氏（
名

誉
博
士
称
号
授
与
）
と
松
浪
健
四
郎
学
校
法
人
日
本
体
育
大

学
理
事
長
が
顧
問
と
し
て
、
有
森
裕
子
氏
（
客
員
教
授
）
が

副
会
長
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
【
設
立
理
念
】

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
り
、

「
卓
越
性
を
有
す
る
人
材
」
を
育
成
し
、

大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
及
び

競
技
力
の
向
上
を
図
る
。

も
っ
て
、
我
が
国
の
地
域
・
経
済
・
社
会
の

更
な
る
発
展
に
貢
献
す
る
。

※
卓
越
性
を
有
す
る
人
材
…
知
・
徳
・
体
（
生
き
る
力
）
を

備
え
た
、
身
体
面
・
精
神
面
と
学
業
面
で
優
れ
た
人
材

　
【
事
業
内
容
】

学
び
の
環
境
を
充
実
さ
せ
る

　

学
生
が
競
技
力
向
上
に
邁
進
し
な
が
ら
、
学
生
の
本
分
た

る
学
業
に
も
し
っ
か
り
と
注
力
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
入
学
前
か
ら
の
教
育
推
奨
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

た
り
、
各
競
技
の
大
会
日
程
が一覧
で
き
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
策
定

や
、
学
業
基
準
の
導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
の
実
証

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
競
技
に
取
り
組
め
る
よ
う 

サ
ポ
ー
ト
す
る

　

学
生
が
安
心
し
て
競
技
に
取
組
め
る
よ
う
な
条
件
や
仕
組

み
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
安
全
安
心
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
普
及
啓
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
大
会
の

現
場
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
た
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
る

　

学
生
が
よ
り
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
競
技
に
打
ち
込

め
る
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
が
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
注
目
し
、
応
援

で
き
る
よ
う
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。
学
生

が
真
剣
に
試
合
や
競
技
に
打
ち
込
む
姿
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
た

り
、競
技
成
績
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
う
競
技
横
断
型
大
会
の
開
催
、

文
武
両
道
ア
ス
リ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
溢
れ
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
年
間
表
彰
制
度
を
新
設
し
て
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

～大学スポーツが変わる。次代を担う学生アスリートを支援する。～

ＵＮＩＶＡＳと日体大の取り組み
（一般社団法人　大学スポーツ協会）

参考：UNIVASホームページ　スポーツ庁ホームページ

社会的意義

社会的意義

社会的意義

卓越した人材の育成

スポーツの
経済的価値の拡大

大学ブランドの
強化

安全安心を確保した
大学スポーツの振興

地域の活性化 競技力の向上

人材形成
健康増進
学力向上

大学スポーツは、社会から大きな期待を寄せら

れながらも、運動部等の活動の支援はまだまだ

十分とは言えません。今後、さらなる高度化・

専門化を目指す上で、体系的・戦略的な運営も

ますます必要になってくるでしょう。こうした課題

や社会的期待を見すえて、2019年3月に発足し

たのがUNIVAS（一般社団法人 大学スポーツ協

会／呼称：ユニバス）です。日体大がここで主導

的な役割を果たしていくことは言うまでもありま

せん。その概要と、日体大としての取り組みの一

例（日体大スポーツ指導者研修会）を紹介します。
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U
N
I
V
A
S
は
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
人
材
育
成
が
主
な
目
的
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
大
学
に
お
け
る
運

動
部
活
動
は
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
指

導
者
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
競
技
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
・
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
行

動
の
指
導
、
そ
し
て
指
導
者
・
コ
ー
チ
自
身
の
コ
ー
チ
ン
グ
哲
学
や
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
の
醸
成
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
運
動
部
学
生
が
学
業
を
充
実
さ
せ
、
安
全
・
安
心
な
環
境
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
え
る
環
境
を
整
備
す

る
U
N
I
V
A
S
の
趣
旨
に
則
り
、
日
体
大
の
学
友
会
運
動
部
の
指
導
者
（
部
長
、
顧
問
、
監
督
、
コ
ー
チ
、

そ
の
他
）
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

当
日
、
ま
ず
具
志
堅
幸
司
学
長
か
ら
、
日
体
大

の
コ
ー
チ
ン
グ
が
社
会
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
こ
と
、
日
体
大
が
U
N
I
V
A
S
を
リ
ー
ド

す
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
日
体
大
の
指
導
や
コ
ー
チ

ン
グ
が
い
っ
そ
う
進
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
競
技
成

績
も
さ
ら
に
向
上
す
る
と
い
う
、
本
研
修
の
位
置

づ
け
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
目
的
と
し
て
、
①
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
め

ぐ
る
国
内
の
現
状
と
動
向
に
つ
い
て
指
導
者
に
伝

達
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
、
②
日
本
体
育
大
学

の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
と
と

も
に
、
指
導
者
の
学
び
と
研
鑽
を
支
援
す
る
、
③

U
N
I
V
A
S	

が
目
指
す
「
卓
越
性
を
有
す
る

人
材
」
の
育
成
を
主
導
的
に
担
う
大
学
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
養
成
を
図
る
、
以
上
の
３
つ
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
研
修
は
東
京
・
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
と
横
浜
・
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
受
講
者
参
加
形
式
で
、
コ
ー

チ
ン
グ
エ
ク
セ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
長
・
伊
藤
雅
充

教
授
の
講
話
・
進
行
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
が
受
講
し
て
い
る
コ
ー

チ
ン
グ
関
連
授
業
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
後
、

コ
ー
チ
ン
グ
哲
学
を
中
心
に
展
開
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス

の
受
講
者
が
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
「
コ
ー
チ
ン
グ
の
目
的
」「
コ
ー
チ
ン
グ
の
行

動
指
針
」「
大
切
に
し
た
い
価
値
」「
コ
ー
チ
ン
グ

の
課
題
」
な
ど
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
表
明
し
、

共
有
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
体
大
は
国
際
コ
ー
チ
ン
グ
エ
ク
セ
レ
ン
ス
評

議
会
に
日
本
で
初
め
て
参
加
し
た
り
、
大
学
院
・

体
育
科
学
研
究
科
に
コ
ー
チ
ン
グ
学
専
攻
を
有
す

る
な
ど
、
そ
の
先
端
の
コ
ー
チ
ン
グ
研
究
・
指
導

に
定
評
が
あ
り
ま
す
。
日
体
大
の
コ
ー
チ
ン
グ
の

授
業
で
は
、
コ
ー
チ
に
必
要
な
能
力
で
あ
る
、「
専

門
的
知
識
（
種
目
・
競
技
等
に
つ
い
て
）」「
対
他

者
の
知
識
（
他
者
と
の
関
わ
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）」「
対
自
己
の
知
識
（
自
己
認
識
と
省
察
）」

の
う
ち
、
後
者
の
「
対
他
者
の
知
識
」「
対
自
己

の
知
識
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
学
生
を
指
導
し
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
て
全
員
が
体
験
し
た
「
伝
え
る
ワ
ー
ク
」

で
は
、
そ
の
難
し
さ
を
再
認
識
し
た
参
加
者
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
後
半
で
は
、
コ
ー
チ
と
し
て
の
成
長
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
学
生
は
本
質
的
に
自
分
と

は
異
な
る
人
格
で
あ
り
、
管
理
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
コ
ー
チ

自
身
が
変
わ
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
ら
、
自
分
が

変
わ
る
こ
と
で
学
生
に
ど
う
良
い
影
響
を
与
え
ら

れ
る
か
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で

す
。
望
ま
し
い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し

つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
け
ば
良
い
か
な
ど
に

つ
い
て
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
エ
ク
セ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
、
意
見
を
共
有
し

な
が
ら
知
恵
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
体
験
し
、
気
づ
き

の
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
日
体
大
の
競
技
力

の
さ
ら
な
る
向
上
や
部
活
動
の
活
性
化
、
ひ
い
て

は
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
が
研
鑽
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

UNIVAS 指定研修会

日体大スポーツ指導者研修会を実施
2019年12月18日　主催：日本体育大学アスレティックデパートメント

コーチングの学びと実践のアウトライン ワークショップを体験

アンケート回答システムを利用して参加者が意見を表明。大切にしたい
価値観の１位は「信頼」。

▪️ワークショップの例（2018年度）
コーチングエクセレンスセンターの取り組み ーーーーーーーーーーーーーーーーーー      コーチの学びを支援するため、学内外のワークショップやメンタリング（個別相談対応）を行っています。

＜学内向け＞
・安全なスポーツ環境と事故の対応
・コーチという生き方
・時代に適合したコーチング
　〜NCAA日本人コーチと考える大学スポーツコーチング〜

・未来志向のコーチング
・NITTAIDAI×J SPORTSワークショップシリーズ
　〜想定外のことが起きた時、取材対応は大丈夫ですか？〜

・昔は白でも今は黒？　〜あなたの常識を一度疑ってみませんか〜
・選手の個性と向き合う
・選手とコーチをつなげるコミュニケーションスキル
・年間の振り返りと計画
・選手の発言を引き出すミーティングの組み方
・男性コーチ限定　女性アスリート指導のポイント

＜学外向け＞
・コーチとしての成長を計画する
・「プレイヤーの学びを支援する」
 プレイヤーのニーズを見える化する
 ゲームを中心とした練習づくり
 コーチに求められるコミュニケーションスキル

・「女性コーチのためのコーチングワークショップ」
 コーチとしてのコミュニケーションスキル in 世田谷
 コーチをコーチする

Topics❸Special Contents 

コーチング哲学（価値観、学び方、人との関わり方、自身の生き方など）
の重要性が解説されました。
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（日本体育大学における研究活動の基本方針【活動方針】）

建学の精神を具現化し、スポー　ツ・健康をリードする研究活動
VOL.２　オリンピックスポーツ文化研究所　スポーツの理想を次代に繋ぐ

　
新
た
な
「
日
本
体
育
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
基
本
方
針
・
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
展
開
さ
れ
て
い
る
研
究
活
動
に

お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
的
・
文
化
的
研
究
を
牽
引
す
る
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
で
あ
る
。
人
な

く
し
て
ス
ポ
ー
ツ
は
成
立
し
な
い
。
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
最
大
の
祭
典
で
あ
る
一
方
で
今
日
的
な
課
題
を
内

包
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
各
領
域
か
ら
多
面
的
・
複
合
的
に
考
察
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理

念
や
ス
ポ
ー
ツ
の
理
想
を
深
化
し
、
建
学
の
精
神
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
本
研
究
所
の
目
的
で
あ
る
。

　

現
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
者
ピ
エ
ー
ル
・

ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
に
よ
っ
て
1
8
9
6
年
第
１
回
大
会

が
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
た
。近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
再
興
し
た

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
理
念
は
人
類
の
幸
福
を
願
い
、
未
来
を
担
う

人
間
を
理
想
へ
と
導
く
道
を
開
い
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
人
類
の
知
的
遺
産
で
あ
る
。そ
れ
は
人
々
に

夢
を
与
え
、
競
技
者
を
成
長
さ
せ
、
人
間
相
互
の
理
解
と
敬
意

を
生
み
出
す
た
め
に
存
在
す
る
。し
か
し
な
が
ら
相
互
の
憎
し

み
が
広
が
り
、
名
誉
や
倫
理
よ
り
も
実
利
に
価
値
を
求
め
る
時

代
に
あ
っ
て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
受
難
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
熟
、
持
続
可
能
な
発
展
に
は
、

哲
学
的
・
文
化
的
・
社
会
的
角
度
か
ら
の
多
面
的
な
理
解
が
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。本
学
は
こ
れ
ま
で
メ
ダ
ル
獲
得
に
お
い

て
も
選
手
と
役
員
の
活
躍
の
面
に
お
い
て
も
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。こ
れ
は
ま
さ
に
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
歴
史
と
も
い
え
る
。そ
し
て
本
学
に
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
託
さ
れ
た
人
類
の
夢
を
守
り
、
崇
高
な
理
念
を
継
承

し
て
い
く
学
問
の
府
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。本
学
の
学
術

的
な
ら
び
に
社
会
的
責
務
を
果
た
す
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

研
究
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
次
世
代
に
贈
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
で
あ

る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
研
究
を
通
じ
て
建
学
の
精
神
を
実
現
し
、

広
く
世
界
の
福
祉
に
貢
献
す
る
。さ
ら
に
は
本
邦
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
牽
引
を
行
う
。そ
の
た
め
に
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な

任
務
を
遂
行
す
る
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
、理
念
の
研
究（
文
献
収
集
、国
際
的

な
研
究
情
報
の
収
集
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
の
教
育（
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
、
学
生
、

指
導
者
）

・
日
体
大
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
の
構
築
（
卒
業

生
、関
係
者
の
品
物
、練
習
日
記
な
ど
の
文
書
の
収
集
と
展

示
）「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
」
あ
る
い
は
「
日
体
大
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
館
」
等
に
発
展
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

・
ド
ー
ピ
ン
グ
の
倫
理
、社
会
学
的
研
究

・
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
教
育（
ア
ス
リ
ー
ト
、指
導
者
）

・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
研
究

　

次
ペ
ー
ジ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に

扱
う
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。中
で
も
本
学
な
ら
で
は
の
特

徴
的
な
研
究
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
日
体
大
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

関
わ
り
を
浮
き
彫
り
に
す
る「
メ
ダ
リ
ス
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

だ
ろ
う
。学
術
誌『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
』
に「
メ

ダ
リ
ス
ト
の
軌
跡
」
と
題
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
19
名
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
競
技

面
は
も
と
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
観
・
人
間
観
と
い
っ
た
哲
学
的
側
面

ま
で
掘
り
下
げ
て
偉
業
の
記
録
・
継
承
を
試
み
て
い
る
。

　

ま
た
、
研
究
活
動
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
啓
発
の
た
め
、セ
ミ
ナ
ー
も
展
開
し
て
い
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
継
承	

―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
考
え
る
―
」
と
題
し
て
、
2
0
1
8
年
度
は「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
識
る
」、
2
0
1
9
年
度
は
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
開
催
し
た
。本
セ
ミ
ナ
ー
は
2
0
2
0
年
度
ま
で
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」
の
根
本
原
則
に
は
次
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。

１
．オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
は
人
生
哲
学
で
あ
り
、
肉
体
と
意
志
と
知

性
の
資
質
を
高
め
て
融
合
さ
せ
た
、
均
衡
の
と
れ
た
総
体

と
し
て
の
人
間
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。ス
ポ
ー
ツ
を
文

化
や
教
育
と
融
合
さ
せ
る
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
が
求
め
る
も
の

は
、努
力
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
喜
び
、よ
い
手
本
と
な
る

教
育
的
価
値
、普
遍
的
・
基
本
的
・
倫
理
的
諸
原
則
の
尊

重
な
ど
に
基
づ
い
た
生
き
方
の
創
造
で
あ
る
。

２
．オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
目
標
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
人
間
の
調
和
の
と

れ
た
発
達
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。そ
の
目
的
は
、
人
間

の
尊
厳
保
持
に
重
き
を
置
く
、
平
和
な
社
会
を
推
進
す
る

こ
と
に
あ
る
。

	

（
2
0
1
1
年
版
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
、日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）

　

こ
の
よ
う
な
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
理
想
を
現
実
化
す
る
た
め
の

活
動
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
。こ
れ

ら
の
本
質
が
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
共
通
す
る
こ
と
は
論
を
待

た
な
い
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
界
共
通
の
人
類
の
文
化
で
あ
る
」（
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
前
文
）の
理
念
の
実
現
の
た
め
、
主
導
的
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

猪谷文庫
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研究活動の基本方針　 VOL.２  オリンピックスポーツ文化研究所Special Contents 

建学の精神を具現化し、スポー　ツ・健康をリードする研究活動

オリン ピックス ポ ー ツ 文 化 研 究 所 　 2 0 1 9 年 度 プ ロ ジェクト

プロジェクト 1

日体大とオリンピックの関わり

◆企画：メダリストへのインタビュー／資料の発掘／アーカイブ

／オリンピック教育プログラム・日体大スタンダード

研究代表者：依田充代

◆研究者：石井隆憲、後藤彰、近藤智靖、齋藤雅英、波多腰克晃、

松浪登久馬、福井元、神田俊平

プロジェクト２

オリンピックの危機と持続可能性

◆企画：アンチ・ドーピング／競技施設・財政論／メディア・大

衆論／国際政治と戦争／オリンピックと女性アスリート／エリート

スポーツ

◆研究代表者：成田和穂

◆研究者：関根正美、依田充代、須永美歌子、亀山有希、

日比野幹生、佐野昌行、波多腰克晃、松瀬学

プロジェクト３

オリンピックと芸術文化

◆企画：身体運動と美／セレモニーの芸術学

◆研究代表者：笠井里津子

◆研究者：関根正美、石井隆憲、津田博子、村田由香里、仲間若菜、

松本真咲、冨田幸祐

プロジェクト４

猪谷文庫の整理と解題

◆研究代表者：関根正美

◆研究者：神田俊平、冨田幸祐

プロジェクト５

日本におけるオリンピック・パラリンピック招致

◆企画：名古屋招致活動（1988）／大阪招致活動（2008）／長野招

致活動（1998）

◆研究代表者：冨田幸祐

◆研究者：関根正美、齋藤雅英、松瀬学、神田俊平

研究所員一覧

役職 名前 所属 職名 専門

所長 関根　正美 体育学部 教授 体育スポーツ科学系

所員

後 藤 　 彰 スポーツ文化学部 教授 身体教育系

津田　博子 スポーツ文化学部 教授 身体教育系

石井　隆憲 スポーツマネジメント学部 教授 体育スポーツ科学系

日比野　幹生 スポーツマネジメント学部 教授 体育スポーツ科学系

依田　充代 スポーツマネジメント学部 教授 体育スポーツ科学系

笠井　里津子 児童スポーツ教育学部 教授 身体教育系

近藤　智靖 児童スポーツ教育学部 教授 身体教育系

須永　美歌子 児童スポーツ教育学部 教授 体育スポーツ科学系

成田　和穂 保健医療学部 教授 健康医療系

齋藤　雅英 スポーツ文化学部 准教授 教育福祉系

波多腰　克晃 スポーツ文化学部 准教授 体育スポーツ科学系

松浪　登久馬 スポーツ文化学部 准教授 体育スポーツ科学系

佐野　昌行 スポーツマネジメント学部 准教授 体育スポーツ科学系

松 瀬 　 学 スポーツマネジメント学部 准教授 体育スポーツ科学系

亀山　有希 児童スポーツ教育学部 准教授 体育スポーツ科学系

村田　由香里 保健医療学部 准教授 コーチング系

松本　真咲 体育学部 助教 身体教育系

仲間　若菜 スポーツ文化学部 助教 身体教育系

福 井 　 元 スポーツ文化学部 助教 体育スポーツ科学系

神田　俊平 大学院 助教 スポーツ文化・社会科学系

冨田　幸祐 オリンピックスポーツ文化研究所 助教

学術誌『オリンピックスポーツ文化研究』　

猪谷文庫

表紙に鳩が飛んでいるが、一羽だ

け違う鳥が混じっている。平和の

象徴とともに、当研究所の立場を

意味し、理念よりも実利が優先さ

れがちな現実の中で、現場への意

識を携えつつ、アカデミズムとし

てのオリンピックの知的探求を目

指す決意を示している。

オリンピック・メダリストであり、国際オリンピック委員会の理事・

副会長、日本オリンピック委員会の理事、日本オリンピアンズ協会

の副会長を歴任した猪谷千春氏か

ら寄贈された書籍・資料。一般に

公開されることのないオリンピック

招致に関する貴重な記録も。
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―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
の
研
究
理
念
は
な
ん
で

し
ょ
う
？

　

今
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
し
て
様
々
な
批
判
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。特
に
ド
ー
ピ
ン
グ
の
蔓
延
と
ス
ポ
ン
サ
ー
中
心
主
義
と
も

言
わ
れ
る
商
業
主
義
な
ど
で
す
。本
来
の
理
念
と
か
け
離
れ
て
し
ま
っ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。こ
の
問
い
に
対
し
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
で
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
批
判
と
新
た
な
構
想
を
す
る
に
は
学
術
的
な
研
究
が
必
要
で

す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
そ
れ
に
関
連
す
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
総
合
的
に

研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。日
体
大
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

競
技
面
で
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
て
い
ま
す
。今
や
研
究
面
で
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
貢
献
す
る
時
で
あ
る
と
の
考
え
で
す
。

―
研
究
所
の
特
徴
や
日
体
大
に
お
け
る
優
位
性
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　

ま
ず
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
所
」
を
冠
し
た
機
関
自
体
が
日
本
の

大
学
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
的
に
み
る
と
、ア
メ
リ
カ
、フ
ラ
ン
ス
の

大
学
に
い
く
つ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
所
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
日
体
大
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
研
究
機
関
そ
し
て
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
い
え
ば
、
今
の
と
こ
ろ
日

本
で
は
日
体
大
な
の
で
す
。ま
た
、
猪
谷
文
庫
を
は
じ
め
と
す
る
所
蔵

資
料
の
価
値
は
未
だ
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
学
、
生
理
学
が
ご
専
門
の
先
生
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。今
日
の
高
度
化
さ
れ
た
研
究
状
況
の
中
で
、
た
と
え

「
人
文
系
」
と
い
え
ど
も
科
学
の
成
果
を
無
視
し
て
は
現
実
に
対

応
で
き
ま
せ
ん
。特
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
歴
史
研
究
に
お
い
て
も
科
学
の
知
見
と
方
法
は
必
要
で

す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
実
に
対
応
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ま
つ
わ
る
ス

ポ
ー
ツ
文
化
研
究
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

―
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー
マ
や
、特
に
力
を
入
れ
て
い
る

研
究
分
野
・
活
動
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の「
日
体
大
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」で
は
リ
ー
ダ
ー

の
依
田
充
代
教
授
を
中
心
に
日
体
大
メ
ダ
リ
ス
ト
の
軌
跡
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
執
筆
依
頼
を
し
な
が
ら
、
メ
ダ
リ
ス
ト
の
証
言
を

残
し
て
い
く
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。機
関
誌
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
文
化
研
究
』
に
毎
号
掲
載
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
は
単
行
本

化
す
る
計
画
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
来
年
度
に
こ
れ
ま
で

セミナー「スポーツの祭典の継承 ―オリンピック・パラリンピックを識る―」

日体大が競技面でオリンピック・パラリンピックをリードしてきたことは言うまでもない。しかし、オリンピックの理念を継承しつつ、
時代に合わせて持続可能なものとするためには、学際的に知見を集めた研究が不可欠である。
その牽引役を担うのがオリンピックスポーツ文化研究所だ。

多角的・総合的な研究により
オリンピックの理想を追求する。

オリンピックスポーツ文化研究所長
体育学部体育学科

関根  正美 教授
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の
記
事
を
集
め
て
単
行
本
化
の
第
一
弾
が
実
現
し
そ
う
で
す
。こ
れ
に

よ
っ
て
日
体
大
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
り

メ
ダ
ル
に
臨
ん
だ
か
の
記
録
と
物
語
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
芸
術
文
化
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
と
っ
て
重
要
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
平
和
の
祭
典
で
あ
る
と
同

時
に
芸
術
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
点
は
競
技
に
比
べ
て
あ
ま
り

注
目
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
開
会
式
、
閉
会
式
や
記
録
映
画
な
ど
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
や
価
値
を
映
し
出
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
貴
重
な
研
究
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
研
究
所
の
立
場
か
ら
、
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
着
眼
点
や
、学
生
・
関
係
者
が
理
解
し
て
お
く
べ
き
同
大

会
の
課
題
を
解
説
く
だ
さ
い
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
立
場
で
な
く
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
観
戦
で
も

い
い
の
で
、
何
ら
か
の
当
事
者
に
な
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
後
世
に
語
り

継
ぐ
経
験
を
得
ら
れ
れ
ば
幸
せ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。同
時

代
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
稀
有
の
機
会
で
す
。そ
し
て
日
体
大
関
係

者
を
結
果
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
応
援
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
競
技
者
に
対
し
て
敬
意
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。こ
れ
は
国
民
全
体
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
。

　

一
方
、
懸
念
材
料
と
し
て
は
、
東
京
大
会
に
は
ロ
シ
ア
代
表
と
し

て
の
参
加
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。東
京
大
会
の
課
題
も
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念

を
世
界
規
模
で
実
現
し
て
い
く
た
め
の
祭
典
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
を
考
え
る
た
め
に
、
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
専
門
家
と
し
て
敢
え
て

大
会
を
批
判
的
に
見
る
こ
と
も

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

―
研
究
所
の
取
り
組
み
に
お
い

て
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
猪
谷
文
庫
を
は
じ
め
と

す
る
貴
重
な
資
料
を
整
理
し
、そ

れ
ら
を
研
究
の
高
度
化
と
教
育

に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
で
す
。

　

次
に
、
国
際
的
な
展
開
に
つ
い
て
は
体
育
研
究
所
と
連
携
し
、
時

に
は
学
び
な
が
ら
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
そ
の

始
ま
り
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
や
価
値
観
の
も
と
で
発
展
し
て
き

ま
し
た
。世
界
的
に
見
て
、
そ
の
価
値
観
は
永
遠
に
不
変
で
は
な
い
で

し
ょ
う
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
常
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。国
際
化

と
い
う
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
か
ら
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
研
究
が
必
要
と
考
え
ま
す
。中
国
、
台
湾
、
韓
国
の
研
究
機

関
や
研
究
者
と
の
連
携
が
で
き
な
い
も
の
か
考
え
て
い
ま
す
。た
と
え

ば
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
学
と
の
共
同
研
究
や
互
い
の
研
究
誌
に
論

文
を
投
稿
す
る
な
ど
か
ら
始
め
て
み
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ

か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
の
展
開

が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
学
部
生
・
院
生
・
教
職
員
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
問
題
が
話
題
に
な
る
度
に
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
ど
う
な
る
の
か
と
思
わ
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。今
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
魅
力
を
保
ち
つ
つ
改
革
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。も
し
今
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
た
と
き
に
、

新
た
な
人
類
の
遺
産
を
再
び
作
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？　

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
射
程
に
入
れ
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
所
の
活
動
を
通
し
て
体
育
研
究
所
と
と
も
に
日
体
大
の
研

究
大
学
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
蔵
資
料
の
整
理
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
順
次
公
開
予

定
で
す
。

―
今
後
の
構
想
・
抱
負
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

日
体
大
に
は
精
神
面
だ
け
で
は
な
く
有
形
財
と
し
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
関
す
る
宝
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。本
学
に
は
こ
れ
ら
を
展
示
・
公
開
す
る
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。他
大
学
で
は
東
京
大
会
に
合
わ
せ
る
形
で
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。今
後
の

キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
計
画
の
中
で
、
日
体
大
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、当
研
究
所
が
日
本
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究

の
拠
点
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は

先
ほ
ど
の
よ
う
に
他
国
の
研
究
機
関
と
連
携
体
制
を
築
い
て
い
く
こ

と
で
す
。そ
れ
は
普
段
の
研
究
活
動
が
無
理
な
く
国
際
的
な
研
究
活

動
に
な
り
、国
際
貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。そ
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
い
き
た
い
で
す
。

関根  正美
（せきね  まさみ）

オリンピックスポーツ文

化研究所長、体育学部体

育学科。筑波大学大学院

博士課程体育科学研究科

体育科学専攻／博士（体

育科学）(筑波大学)。専門

は複合領域、人文学、ス

ポーツ哲 学。オリンピッ

ク、スポーツ、教育等につ

いて、哲学的・文化的・社

会的考察を試みている。

猪谷千春氏（国際オリンピック委員会元副会長）から
提供された猪谷文庫

伊原義文氏（長野パラリンピック組織委員会元事務次長）から
提供された伊原コレクション

Research Institute for Olympic Sport Culture

研究活動の基本方針　 VOL.２  オリンピックスポーツ文化研究所Special Contents 
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ス
ポ
ー
ツ
救
急
を
ひ
も
と
く
⑥

第6回

総集編 ～もしもに備えて～
「スポーツ救急をひもとく」と題してこれまで５回シリーズで連載してきました。

今回は総集編として、救急医療学科はもとよりすべての日体生に対して、

日体大の一員として、私たちに何ができるか、何をすべきかについて、

救急医療学科の小川理郎先生、鈴木健介先生、中澤真弓先生にお聞きしました。

スポーツ救急についての正しい知識を持つとともに、実践できることが必要です。

一人ひとりが安全や健康に対する自覚を持ち、もしもに備えて行動していきましょう。

■ シリーズ・ナビゲーター   鈴木先生からのメッセージ

　スポーツをしていると怪我や事故が起こることがあります。そんなもしもにしっかり備えを
行っていると、安心してそのスポーツに専念できます。また、スポーツをしている当事者だけ
でなく、観戦している人、周囲で支えている人までを視野に入れ、もしもへの対策をとって
いると、より多くの人にも安心が広がります。
　日本体育大学の学生は将来全国でスポーツに関わる仕事をしていく人が多いと思います。
またスポーツに関わらなくても、日体大を卒業した学生がいることで、そこには日本一安心
安全な環境ができることを目指しています。

■ r e v i e w

　シリーズ「スポーツ救急をひもとく」で
は、次の内容を紹介してきました。見逃
した方は学報NITTAIDAIバックナンバー
をごらんください。

▪️第１回  （学報 NITTAIDAI 54号）

	 	スポーツ救急とは

▪️第２回  （学報 NITTAIDAI 55号）

	 	 	マラソン大会における
			救護対応システム

▪️第３回  （学報 NITTAIDAI 56号）

	 	スポーツ救急における頭部外傷

▪️第４回  （学報 NITTAIDAI 57号）

	 	熱中症を知る、防ぐ

▪️第５回  （学報 NITTAIDAI 58号）

	 	スポーツ救急における
		 119の利用
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プロフィール……… 中澤  真弓 （なかざわ  まゆみ）

保健医療学部救急医療学科准教授 (救急救命士・防災士)。

帝京平成大学大学院、政策研究大学院大学修了。修士（健

康科学・防災政策）。東京消防庁で救急隊長や消防学校教

官を経験し、帝京平成大学助教を経て、2018年より現職。

専門は、救急車の適正利用や救急事故の予防など、救急シ

ステムに関する研究。

スポーツ救急をひもとく ⑥

TOPICS①

Special Contents 

ス
ポ
ー
ツ
救
急
と
は

小
川　

ス
ポ
ー
ツ
は
人
に
感
動
や
感
銘
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
け
が
や
心
肺
停
止
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ー

ツ
が
持
つ
魅
力
と
は
正
反
対
な
も
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
、

け
が
や
死
亡
の
リ
ス
ク
を
取
り
除
く
の
が
ス
ポ
ー
ツ
救
急
で
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
我
々
の
よ
う
な
医
療
者
が
い
る
こ
と
で

安
心
し
て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
す
る
に
は
、

医
療
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鈴
木　

ス
ポ
ー
ツ
救
急
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
お
け
る
救

護
で
初
期
対
応
が
最
も
大
切
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
も
し
も
に

備
え
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
が
一
番
必
要
な
の
で
す
。

中
澤　

救
急
で
は
、
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
の
症
状
が
悪
化
す

る
な
ど
、
心
積
り
が
で
き
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し

ス
ポ
ー
ツ
の
事
故
は
さ
っ
き
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
が
突
然
倒
れ
る

こ
と
が
多
く
、
本
人
や
周
囲
に
与
え
る
動
揺
も
大
き
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
人
た
ち
を
い
ち
早
く
救
い
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に

戻
す
の
が
、
私
の
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ
救
急
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
救
急
の
必
要
性

鈴
木　

中
澤
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し

て
い
る
人
に
不
幸
な
こ
と
が
起
こ
る
と
、
周
囲
の
環
境
に
非
常

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ポ
ー

ツ
救
急
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
万
全
に
準
備
す
べ
き
な
の

で
す
。

中
澤　

ス
ポ
ー
ツ
は
特
別
な
例
を
除
い
て
周
囲
に
は
仲
間
が
い

る
は
ず
で
す
。
も
し
も
の
と
き
、
仲
間
に
ス
ポ
ー
ツ
救
急
の
知
識

が
あ
り
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
し
て
お
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

鈴
木　

事
が
起
き
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
す
が
、
そ
の
現
場
で
助
け
た
人
へ
の
心
の
ケ
ア
も
大
事
で
す
。

偶
然
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
救
命
救
護
を
し
た
人
が
、
そ
の
後
、

助
け
た
人
が
ど
う
な
っ
た
か
、
責
任
や
ス
ト
レ
ス
が
重
く
の
し
か

か
り
ま
す
。
そ
の
人
が
助
け
た
と
い
う
行
為
を
讃
え
、
よ
か
っ
た

と
伝
え
る
こ
と
で
、
そ
の
人
も
救
わ
れ
ま
す
。

日
体
大
の
学
生
に

期
待
す
る
こ
と

鈴
木　

日
体
大
の
学
生
は
卒
業
後
、
全
国
の
学
校
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
と
こ
ろ
で
活
躍
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
体
大
の

学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
救
急
を
学
び
、
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
、

も
し
も
の
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
、
迅
速
に
、
そ
し
て
的
確
に

救
急
対
応
が
で
き
た
ら
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
で
き
る

環
境
が
い
っ
そ
う
整
う
と
思
い
ま
す
。
日
体
大
の
卒
業
生
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
安
心
安
全
を
全
国
に
広
げ
て

い
く
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
広
く
社
会
的
意
義
も
大
変
大

き
い
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
川　

医
療
の
プ
ロ
と
し
て
、
私
た
ち
の
技
術
や
知
識
が
役
に

立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
高
い

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち

の
知
識
や
知
見
を
み
な
さ
ん
が
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

プロフィール……… 小川  理郎 （おがわ  さとお）

保健医療学部救急医療学科長教授。日本医科大学大学院

医学研究科(救急 医学)修了。医学博士。日本救急医学評議

員、日本臨床救急医 学会評議員。日本救急医学会指導医

／専門医、神経外傷／外傷・救急外科医。日本医科大学関

連施設で救急医療、災害医療に従事し、日本医科大学救急

医学教室などを経て、現職。

プロフィール……… 鈴木  健介 （すずき  けんすけ）

保健医療学部救急医療学科准教授。日本医科大学博士課
程修了。救急救命士・博士（医学）。2015年に日本体育大学
保健医療学部助教、2018年に准教授に就任し、現在に至
る。現在も日本医科大学多摩永山病院救命救急センター

で救急救命士として命をつなぐ現場に従事する。
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TOPICS②

地
域
と
連
携
し
た

救
急
医
療
学
科
の
取
り
組
み

小
川　

今
、
日
体
大
救
急
医
療
学
科
と
し
て
、
市
民
の
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
る
上
で
、
横
浜
市
青
葉
区
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
非
常
に
う
ま
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
青
葉
区
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１
回
か
ら
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
今
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
危
機

管
理
の
防
災
対
策
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

鈴
木　

市
民
の
危
機
管
理
と
い
う
点
で
は
「
防
災
訓
練
	in	
日
本

体
育
大
学
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
宿
泊
を
伴
い
実
施
す

る
回
も
あ
り
ま
し
た
。
横
浜
・
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、

地
域
の
方
た
ち
と
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
青
葉
台
を
一
緒
に

歩
い
て
、
ど
こ
が
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
か
、
危
険
な

場
所
は
ど
こ
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に	

D
I
G［D

isaster

（
災
害
）	

、Im
agination

（
想
像
力
）、

Gam
e

（
ゲ
ー
ム
）］
も

行
い
ま
し
た
。

中
澤　

D
I
G
で
学

生
と
青
葉
地
域
の
人
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
年
齢

や
経
験
、
考
え
方
の
違

う
人
が
同
じ
テ
ー
マ
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
こ

の
場
所
に
は
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
く
集
ま
る
と

か
、
こ
の
川
は
氾
濫
し

に
く
い
と
か
、
地
域
の
人
で
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
う
な
ど
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木　

青
葉
区
の
医
師
会
と
連
携
し
て
災
害
が
起
き
た
と
き
な

ど
に
病
院
が
対
応
す
る
か
、
開
い
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

中
澤　

D
I
G
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
り
、

青
葉
区
の
こ
と
が
よ
り
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
学
生
も
い
ま
す
。

地
域
の
人
に
と
っ
て
も
日
体
大
が
身
近
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞

き
ま
す
。
防
災
訓
練
を
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
し

て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

救
命
蘇
生
研
究
会
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
上
げ
る

中
澤　

救
急
医
療
学
科
の
取
り
組
み
と
し
て
2
0
1
8
年
か
ら

は
救
命
蘇
生
研
究
会
を
開
催
し
、今
年
２
回
目
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
救
急
医
療
学
科
の
学
生
や
卒
業
生
が
研
究
発
表
を

行
っ
た
り
、
著
名
な
講
師
に
よ
る
講
演
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
乗
効
果
と
し
て
、
在
校
生
・
卒
業
生
と
救
急
医

療
関
係
者
と
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
川　

救
命
蘇
生
研
究
会
を
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ
ず
、

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
追
求
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る

の
で
勉
強
に
な
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
良
き
思
い
出
に
も
な
り
ま

す
。

中
澤　

こ
の
研
究
会
に
参
加
し
て
、
日
体
大
に
入
り
た
い
と
い

う
高
校
生
も
い
ま
し
た
。
発
表
す
る
学
生
は
大
き
な
刺
激
に
な

り
ま
す
し
、
我
々
教
員
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今

回
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、
来
年
は
さ
ら

防災訓練 第5回 青葉区民マラソン   平成30年11月25日（日）
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に
上
を
目
指
し
て
「
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま

す
。

小
川　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
英
語
の
言
葉
に
は
、
困
難
な
こ

と
や
試
練
と
な
る
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
む
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
世
の
中
に
は
困
難
や
試
練
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
よ
う
な
高
い
志
を

持
と
う
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ん
で
い
ま
す
。

鈴
木　

困
難
や
試
練
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
点
で
い
う
と
、
在
学

中
に
深
刻
な
悪
性
の
病
気
に
襲
わ
れ
た
救
急
医
療
学
科
の
学
生
が

い
ま
し
た
。
そ
の
学
生
は
救
急
医
療
学
科
の
シ
ア
ト
ル（
救
急
医

療
・
救
急
車
同
乗
研
修
）で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
て
、
厳
し
い

悪
性
の
病
気
を
乗
り
越
え
て
く
れ
ま
し
た
。
病
気
と
闘
っ
て
い
る

と
き
、「
私
は
シ
ア
ト
ル
で
の
よ
き
経
験
が
あ
る
か
ら
耐
え
ら
れ

る
」
と
私
た
ち
に
強
い
気
持
ち
を
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
病
気
と
の
闘
い
に
勝
ち
、
さ
ら
に
一
度
は
諦
め
か
け
て
い
た

夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
経

験
は
生
き
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

小
川　

私
た
ち
は
そ
の
学
生
に
医
療
を
通
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。

技
術
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
も

医
療
か
ら
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
が
行
っ

て
い
る
の
は
、
人

間
教
育
な
の
で
す
。

日
体
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

小
川　

と
に
か
く
今
こ
の
と
き
を
、
そ
し
て
今
の
自
分
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
結
果
は
大
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
セ
ス

こ
そ
一
番
重
要
で
す
。
結
果
は
些
細
な
こ
と
で
決
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
プ
ロ
セ
ス
や
経
験
は
そ
の
後
の

人
生
の
大
き
な
糧
に
な
り
ま
す
。
と
に
か
く
悔
い
を
残
さ
な
い
こ

と
で
す
。

中
澤　

学
生
時
代
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
目
標
は
高
く
持
つ
こ
と
で
す
。
た

だ
一
気
に
高
み
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
目
の
前
の
こ
と
、
小
さ

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
手
を
抜
か
ず
し
っ
か
り
や
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
夢
は
実
現
し
ま
す
。

鈴
木　

学
ぶ
立
場
で
あ
る
の
で
、
素
直
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
指
導
者
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
聞
き
、

そ
し
て
実
行
で
き
る
か
が
、
そ
の
後
の
成
長
に
大
き
な
差
を
つ
け

ま
す
。
教
員
と
し
て
そ
の
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
す
。
素
直
に

吸
収
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
大
き
な
成
長
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

小
川　

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
高
み
を
目
指
し
て
い
る
学
生
も
多

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
自
分
の
身
体
の
限
界
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
、

選
手
生
命
と
い
う
点
で
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
上
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

中
澤　

日
体
大
は
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
我
々

も
救
急
救
命
の
分
野
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
れ
る
よ
う
日
々
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鈴
木　

救
急
救
命
を
学
ん
だ
日
体
大
の
学
生
が
全
国
に
行
き
、

も
し
も
に
備
え
れ
ば
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
が
世
界
で
一
番
安
心
安
全

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

救命蘇生研究会
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小学2年のとき出会ったボクシング。
ボクシングは自身の成長を確認する存在。
プレッシャーを与えるスタイルを貫きつつ
柔軟にしなやかに闘う

入江
聖奈
ボクシング・フェザー級

Nex t  i s  u s
日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～

11

―
― 

ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け

小
学
校
2
年
の
と
き
、「
が
ん
ば
れ
元
気
」
と
い
う
ボ
ク
シ
ン
グ
マ
ン
ガ
を
読
み
、

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ボ
ク
シ
ン
グ
を
し
た
い
と
父
に
話
し
た
ら
、
す
ぐ
に
ボ
ク
シ

ン
グ
ジ
ム
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
は
女
子
だ
か
ら
と
反
対
し

て
い
ま
し
た
。
マ
ン
ガ
以
上
に
、
本
物
の
ボ
ク
シ
ン
グ
は
楽
し
そ
う
で
、
み
ん
な
は

つ
ら
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
当
初
は
ジ
ム
に
自
分
が
行
き
た
い
と
き
に
行
く
程
度
で
し

た
が
、
基
礎
練
習
だ
け
で
な
く
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
小
学

5
年
に
な
る
と
楽
し
く
て
週
に
5
日
く
ら
い
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
ガ
の

真
似
を
す
る
の
が
好
き
で
、
自
然
に
技
術
が
身
に
つ
い
た
感
じ
で
す
。
主
人
公
の
堀

口
元
気
が
繰
り
出
す
ア
ッ
パ
ー
ス
ト
レ
ー
ト
と
い
う
技
が
自
分
の
得
意
技
で
し
た
。

中
学
2
年
く
ら
い
か
ら
全
日
本
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
合
宿
に
も
呼
ば
れ
、
そ
こ
で
褒
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
自
信
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

―
― 

木
下
鈴
花
選
手
の
存
在
に
つ
い
て

木
下
鈴
花
選
手
と
は
米
子
で
同
じ
ジ
ム
の
幼
な
じ
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
何

で
も
話
し
合
え
る
相
手
で
す
。
そ
し
て
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
き
い
存
在
で
す
。

私
は
小
学
校
6
年
の
と
き
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
し
た
。
中
学
ま
で
は
負
け
た
こ
と
が
な
く
、
中
学
で
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
も

そ
の
夢
を
後
押
し
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
1
年
の
と
き
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
初
め
て
敗
戦
を
経
験
し
た
の
で
す
。
結
果
、
私
は
ベ
ス
ト
8
止
ま
り
で
私
に
勝
っ

た
選
手
が
そ
の
大
会
で
優
勝
し
、
フ
ラ
イ
級
の
代
表
選
手
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
鈴
花
で
す
。
そ
の
と
き
の
負
け
で
実
力
の
差
を
感
じ
ま
し
た
し
、
も
っ
と
強
く
な

り
た
い
、
鈴
花
に
追
い
つ
き
た
い
と
、
さ
ら
に
練
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
同
じ
日
体
大
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
仲
間
で
あ
り
、よ
く
一
緒
に
食
事
に
行
っ

て
い
ま
す
。

―
― 

ボ
ク
シ
ン
グ
の
魅
力

　
自
分
の
ボ
ク
シ
ン
グ
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
相
手
を
後
退
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル

で
す
。
で
も
フ
ァ
イ
タ
ー
タ
イ
プ
で
は
な
い
の
で
、
た
だ
押
し
て
近
く
で
攻
撃
を
し

か
け
る
と
い
う
よ
り
ジ
ャ
ブ
で
押
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

ボ
ク
シ
ン
グ
は
負
け
て
も
し
っ
か
り
練
習
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
の
で
楽

し
い
で
す
。

試
合
の
と
き
は
事
前
に
戦
略
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
直
感
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

憧
れ
や
目
指
す
選
手
は
特
に
い
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
を
見

て
、
脚
を
使
う
攻
撃
は
こ
う
す
れ
ば
い
い
と
か
、
前
に
出
る
と
き
は
こ
う
し
よ
う
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リングの上で主人公になり、
世界を目指して攻め続ける入江聖奈（いりえ  せな）／体育学部1

年　ボクシング部所属。鳥取県立米子
西高校出身。リラックス法はYoutube
で動画を見ること。最近は「ぷろたん」

「フワちゃん」などがお気に入り。同
じ部の木下鈴花選手は幼なじみという
こともあり、試合がないときはよく一緒
に食事をするとか。

 Next	is	us　
 日体魂の聖火リレー

◆兎澤朋美選手からの質問に答えて

「私は極度のあがり症だと思っています。
トップアスリートには緊張しないという
人もいますが、試合前に緊張したとき
にどう対処しているのでしょうか」

自分も緊張するタイプで、試合の前日
は眠れないこともよくありました。そこで
心理サポートの先生に相談したら、試
合など大きな舞台で緊張できるのは入
江さんの特権だからマイナスに捉えない
で、その緊張を受け止めて頑張ればい
いとアドバイスをいただきました。以来、
視点を変え試合前もポジティブに臨める
ようになりました。

◆次号に登場するアスリートに向けて、
入江選手からエールをいただきました。

同級生をはじめ、日体大のアスリートの
皆さんはオーラがあり、存在感もすごい
と思います。私も追いつけるよう努力し
ますのでともに頑張りましょう。

次号アスリートへ、リレー質問を展開し
ていきます。ご期待ください。

な
ど
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
参
考
に
す
る
選
手
は
違
い
ま
す
。

―
― 

日
体
大
に
入
学
し
た
き
っ
か
け
は

日
体
大
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
し
、
サ
ポ
ー
ト
も

し
っ
か
り
し
て
い
る
と
高
校
の
と
き
に
聞
き
ま
し
た
。
ま
ず
そ
れ
が
日
体
大
に
進
学

し
た
理
由
で
す
が
、
練
習
場
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
こ
こ
な
ら
4
年
間
頑
張
れ
る

と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
女
子
選
手
が
多
い
こ
と
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
恵
ま
れ

た
環
境
は
日
体
大
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学
し
て
そ
の
思
い
は
さ
ら
に
強
く
な
り

ま
し
た
。
日
体
大
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

先
輩
は
強
く
て
優
し
い
方
々
ば
か
り
で
、
皆
さ
ん
意
識
が
高
く
と
て
も
刺
激
に

な
り
ま
す
。
特
に
キ
ャ
プ
テ
ン
は
自
ら
き
つ
い
練
習
に
も
進
ん
で
取
り
組
み
、
み
ん

な
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
と
し
っ
か
り
応
え
て

く
れ
ま
す
。
高
校
の
と
き
は
女
子
の
選
手
が
少
な
く
、
自
分
か
ら
厳
し
い
練
習
を

試
み
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ず
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
、
鈴
花
に
聞
く
か
自

分
で
解
決
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
頼
り
に
で
き
る
選
手

が
周
り
に
多
い
の
で
安
心
で
き
ま
す
。
ま
る
で
家
族
の
よ
う
で
、
遠
慮
は
な
く
言
い

た
い
こ
と
は
言
え
る
風
通
し
の
い
い
関
係
で
す
。
入
学
し
て
4
月
に
知
り
合
っ
た
ば

か
り
な
の
に
、
こ
ん
な
に
親
し
く
な
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
― 

東
京
大
会
と
世
界
を
目
指
し
て

今
年
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
当
に

目
の
前
に
東
京
大
会
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
6
年
の
と
き
か
ら
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
る
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
に
す
る
目
標
は
大
き
い
方

が
い
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
目
標
は
金
メ
ダ
ル
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は

目
の
前
の
試
合
に
集
中
し
て
結
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。実

は
こ
の
前
の
世
界
選
手
権
で
負
け
た
相
手
が
世
界
一
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

試
合
は
大
差
で
負
け
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
世
界
一
と
い
う
の
は
全
く
手
の
届
か

な
い
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
対
策
を
取
れ
ば
互
角
、
い
や
そ

れ
以
上
に
戦
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
の
春
に
負
け
た
相
手
が

長
身
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
対
処
や
外
国
人
と
の
試
合
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
対
策
も

し
っ
か
り
考
え
て
い
ま
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
く
の
が
自
分
の
戦
い
方
の

ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
相
手
に
よ
っ
て
柔
軟
に
そ
の
戦
法
を
変
え
つ
つ
も
、
自
分
の
強

み
は
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夢
の
舞
台
が
も
う
目
の
前
な
の
で
わ
く
わ
く
し
ま
す
が
、
と
に
か
く
日
々
の
練

習
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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アフガニスタン・イスラム共和国大統領が
本学に来校いたしました

令和元年10月23日にアフガニスタン・イスラム共和国モハメド・アシュラフ・

ガニ大統領閣下が東京・世田谷キャンパスに来校されました。

モハメド・アシュラフ・ガニ大統領は、天皇陛下の「即位礼正殿の儀」に

参列のため来日され、翌日、本学に来校されました。

記念講堂において、本学からは松浪 健四郎理事長、具志堅 幸司学長をは

じめ、法人・大学職員、学生約300人が大統領の来校を拍手で歓迎し、理

事長並びに学長挨拶の後、モハメド・アシュラフ・ガニ大統領にご講演いただき、本学との友好関係に

ついてユーモラスを交えたお話を頂戴いたしました。

ご講演後は、アフガニスタン・イスラム共和国から本学へ留学しているムヒブザーダ・メヘラン君による

花束の贈呈が行われました。

その後、モハメド・アシュラフ・ガニ大統領は、あんずの樹の記念植樹を行いました。

横浜・健志台キャンパス学友会運動部所属学生に啓発講話を実施

n e w s ＆ t o p i c s

令和元年9月27日（金）に、横浜・健志台キャンパス内で近隣合宿所を保有する学友会団体および健志

台桜寮入寮団体の学生に対して、神奈川県青葉警察署による自転車運転の交通ルールに関する啓発講

話を開催しました。

10月1日（火）から神奈川県条例で自転車損害賠償責任保険が義務化になることに伴い、交通違反や事

故事例を取り上げて保険加入の重要性とルールの徹底に関して注意喚起がされました。

啓発講話を受けた学生からは、「自身の自転車運転方法についても見直すきっかけとなった」、｢日体大

の一員として、一つ一つの行動に責任を持ちたい｣、｢自転車事故による賠償額の高さに驚き、万が一の

ために保険に入ることの大切さを理解できた｣

といった感想が寄せられました。

本学では、自転車利用時における事件・事故

を未然に防ぐためにも、今後も引き続き交通

ルールの徹底・教育に取り組んで参ります。

令和元年12月3日～8日ニュージーランド・オークランド

で開催されたセーリング世界選手権49erFX級（女子）で体

育学部３年山崎アンナ選手（ノエビア・日本体育大学）が

髙野芹奈選手（ノエビア・関西大学）とペアを組み、見事

20位となり日本セーリング連盟が定めた規定をクリアし東

京五輪2020日本代表に選考されました。本学、現役学

生では東京オリンピック内定第１号となりました。

※同連盟理事会の承認を経て、日本オリンピック委員会（JOC）に推薦され、JOCの承認により正式決定となります。

その結果を具志堅学長に報告いたしました。

セーリング競技	49erFX級（女子）	山崎アンナ（ノエビア・日本体育大学）が
東京五輪2020日本代表選手内定	！
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